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ふくしまからはじめよう。 

『食』と『ふるさと』新生運動ニュース 

 

令和２年 6 月号（第 1８4 号） 発行 6 月２5 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨年 10 月の台風第 19 号及び低気圧がもたらした記録的な大雨による災害から 8 ヶ月が経過し

ました。改めて、亡くなられた方々に深く哀悼の意を表しますとともに、被害に遭われた皆様にお見

舞い申し上げます。 

いわき農林事務所・水産事務所では職員一丸となって復旧に取り組んでおりますが、今月号では

現在までの復旧状況についてお知らせします。引き続き関係機関と連携して、一日も早い事業の再

開に向けて取り組んでまいります。 

 

１ 農業等の被害及び復旧状況（農業振興普及部） 

被害の状況 

 浸水や土砂流入等で水稲をはじめ特産のネギ、トマト、日本梨など多くの品目に被害が及びまし

た。また、ビニールハウスや選果機等の園芸施設も被災し、被害面積は約 311ha、被害額は約３億

8,400 万円となっています。  

復旧の状況 

 いわき市、JA 福島さくら等の関係機関と連携を図りながら、流入した土砂の撤去、被災した施設

の再建や機械の再取得をはじめ、営農継続に必要な支援など農業者の意向に沿った復旧補助事業の

実施や、早期の営農再開に向けた土作りや栽培技術支援を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・【特集】令和元年東日本台風等災害からの復旧 

について･･･････････････････････････p.１～ 

〔各種取組の実績（５～６月分）〕･･････････････p.４～ 

〔お知らせ・連載記事〕 

・田んぼの学校②開校式・生きもの調査･････････p.７ 

・いわき地方の出荷制限等品目･････････････････p.８ 

・いわき地方の農林水産物モニタリング検査結果･p.８ 

・イベント情報･･･････････････････････････････p.８ 

・ＧＡＰコーナー･････････････････････････････p.９                       

・６次化商品紹介･････････････････････････････p.10 

 
水溶性食物繊維を多く含み、健康

志向者から注目を浴びている、食
感が楽しい「もち麦」。飲食店や
直売場で見かけましたらぜひご

賞味ください！ 

 

（復旧の状況）   （被災直後） 

〈トマト栽培施設〉 
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水稲については、被害が大きかった水田では、国の災害復旧事業が完了した後の令和３年の作付

けに向けた営農準備や土作り、肥料設計等の支援を行うこととしています。また、日本梨については

樹体の洗浄等による樹勢回復の指導や別園地での営農再開支援を行っています。 

 

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 農地等の被害及び復旧状況（農村整備部） 

被害の状況 

 農地への被害に加え、排水機場、頭首工、水路等の農

業用施設も大きな被害を受け、被害は 693 箇所、被害

額は 47 億 6,100 万円となっています。 

 

復旧の状況 

 被害を受けた施設のうち、営農再開に特に重要な頭首

工１地区と市民生活への影響が大きい排水機場１地区

については、県が復旧工事に取り組んでいます。このう

ち頭首工は応急仮工事を行い、今年の作付けに必要とな

る農業用水の確保が可能となりました。引き続き進捗管

理を適切に行い、来年度の作付けまでに復旧工事が完了

するよう工事を進めることとしています。また、排水機

場は７月に排水ポンプが稼働予定となっています。 

 農地やその他の農業用施設等の復旧工事はいわき市

が担当しており、当所では早急な工事着手及び復旧に向

けた技術支援等を行っています。         

 

 

 

 

 

（被災直後） 

（復旧の状況） 

（被災直後） 

〈梨園（小川町）〉 

〈三和町細戸地区〉 

（復旧の状況） 
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３ 林業等の被害及び復旧状況（森林林業部） 

被害の状況 

 林地における山腹崩壊や林道施設における路体決壊、林産施

設等における浸水等により、被害は 426 箇所、被害額は約６

億 3,100 万円となっています。  

復旧の状況 

 県が実施する災害関連緊急治山事業１箇所については、近接

する関連工事（国有林や国道）との工程調整など工事間の連絡

調整を密に行い早期の完成を目指します。 

 また、林道施設災害復旧事業 16 箇所については、いわき市が事業主体となり早期の復旧に向け

て取り組んでいます。  

林産施設の復旧については、３箇所中 1 箇所が 6 月中に復旧工事完了見込みであり、残りの 2

箇所についても年度内に復旧見込みとなっています。 

 

４ 水産業の被害及び復旧状況（水産事務所） 

被害の状況 

水産関係では、沿岸部での小型漁船の転覆のほか、内水面では、

木戸川、富岡川等の浜通り 6 河川において、サケ簗場（やなば）

や漁網等が流失・損壊する被害が確認されました。 

一方で、夏井川については増水によりサケ簗場が水没しました

が、大きな被害は確認されませんでした。 

復旧の状況 

沿岸部で転覆した小型漁船は大きな被害がなく、現在は、試験操業でさし網、採鮑漁業等で積極的

な水揚げを行っています。 

また、内水面でサケ簗場や漁網等が流失・損壊した浜通り 6 河川については、県の令和元年台風

第 19 号農業等災害対策事業を活用し、昨年度中に全て復旧しました。               

夏井川では台風第 19 号がサケの遡上時期と重なったことや全国的なサケの来遊尾数の減少等が

重なりサケのふ化・放流事業にとって厳しい状況となりましたが、夏井川鮭増殖漁業組合の御尽力

により今年 3 月に 0.9g/尾の稚魚 47 千尾の稚魚を放流することができました。  

（いわき農林事務所・水産事務所） 

（被災直後）               

（林道「母成線」の被災直後の状況） 

夏井川の簗場の被災直後の状況 

（令和元年 10 月 29 日） 

〈小川町落合地区〉 

（復旧の状況） 
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ホッキガイの貝桁網漁業が６月１日に解禁と

なりました。いわき市漁業協同組合では６月１

日に四倉支所所属船、６月３日に沼之内支所所

属船、６月４日に久之浜支所所属船が今季初出

漁しました。初日の水揚量は 530kg と昨年よ

り２割減でしたが、平均単価は昨年より２割高

でした。地元漁師曰く、「今年のホッキガイは大

きさ、身入りが良い」とのことです。 

ホッキガイは、ビタミン B12 やタウリンなど

の栄養成分を豊富に含んでおり、これからます

ます美味しくなります。また、ホッキガイは長寿貝（30 年以上）であり、非常に生命力が高いこと

で知られています。暑い夏を乗り切るために、いわきのホッキガイをぜひご賞味ください。                                    

 なお、「常磐もの」取扱店一覧については下記 URL よりご覧ください。 

http://joban-mono.jp/shop                        （水産事務所） 

 

 

 

  

 

「ふくしま食育実践サポーター」の佐藤良治さんに

よるさつまいもの栽培体験が、青空の下、いわき市立

好間第一小学校（p.９ 地図参照）の２年生児童とさく

ら学級児童計 63 名を対象に実施されました。同小学

校での栽培体験は２年目で、今年度１回目となるさつ

まいもの苗植えが行われました。 

 佐藤さんがマルチに穴をあけ、苗を植えて土をかぶ

せるまでの手順を実演した後、児童が一人一人お手本

にならって実践し、自分で植えた苗に水やりをしまし

た。 

 また、今回は「紅はるか」の他に、いわき伝統のさつまいも「太白」の苗も植えられ、児童たちは

秋に収穫して食べ比べるのを楽しみにしている様子でした。 

 県では、学校や地域団体等が実施する子どもなどを対象とした食育活動を支援する「ふくしま食

育実践サポーター」を派遣する事業を行っておりますので、ぜひご活用ください。   （企画部） 

 

ホッキガイ初水揚げ                〔６月１日（月）〕               

沼之内魚市場（p.９ 地図参照）にて 

水揚げされたホッキガイ 

市内小学校で食育活動を実施         〔６月１５日（月）〕 

（苗植えを指導する佐藤さん） 

http://joban-mono.jp/shop
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いわき市漁業協同組合は、5 月 27 日より今期のシラス漁

の試験操業を開始しました。同漁協の勿来支所に所属する漁

船４隻が約 150kg のシラスを勿来魚市場（p.９ 地図参照）

に水揚げし、450～200 円/kg で落札されました。同漁協

のシラス漁は平成 30年 10 月以来となり、久しぶりのシラ

スの水揚げに、市場は多くの漁業関係者で賑わいました。 

この日水揚げした漁業者によると「前の週に確認できたシラ

スの群れが散らばってしまった」とのことで、まとまった水

揚げ量には至りませんでしたが、水揚げされたシラスはサイ

ズが全長２～４cm で混じりも少なく良好な品がほとんどでした。同漁協では「天候や海水温が味方

して、安定した水揚げが継続して欲しい」と久しぶりのシラス漁に期待を寄せています。 

（水産事務所）                   

 

 

 

 

 

次世代のお酒の飲み手である 19～20 歳の皆さんに、日本酒に親

しんでもらうことを目的として、米作りから酒造りを体験してもらい、

完成したお酒で 20 歳の年を祝おうという「いわきハタチ酒プロジ

ェクト」。今年で３期目の活動を開始しました。 

今年は新型コロナウイルスの感染拡大防止措置により、思うように

参加者の募集ができませんでした。そのような中でも、参加申し込み

をいただいた学生さんに加え、過去の活動に参加した OB・OG の皆

さんとともに、５月 31 日（日）に、今年の冬に仕込む日本酒の原料

となる酒米「夢の香」の田植えを行いました。 

今後は、新型コロナウイルス感染症の状況を踏

まえながら…ですが、一昨年・昨年と同様に、稲刈り～酒造り体験～まで活動していきたい

と実行委員会は考えておりますので、日本酒好きな方も、そうでない方も応援よろしくお

願いします。 

★ PRその１ ★ 

令和元年度産の純米酒「ハタチ酒」も３月末から販売中。「今年の発売を待っていた！」

という根強いファンの方も生まれています。ぜひお買い求めのうえ、お試しください。 

市内販売店：あわのや酒店・酒のいとう・酒のまるとみ・さわきや・タイヘイ酒店・ 

      丸伊酒店・矢吹酒店    

★ PRその２ ★ 

「いわきサンシャイン TV」さんに PR ビデオを作成していただきました。今

年の田植えの様子に加え、今年及び第１期活動に参加した皆さんのインタビュー

もあり、この企画がよく分かる（すばらしい！）映像になっています。ハタチ酒

の「Facebook」や「YouTube」にアップしていますので、こちらもぜひご視聴

ください。    https://www.facebook.com/iwaki20sake/ 

（企画部） 

「いわきハタチ酒プロジェクト・第３期」田植え！  

～二十歳の年の、米作りから酒造り体験～  

（田植えの様子（集合写真）） 

（PR ビデオの映像） 

（第２期ハタチ酒製品） 

シラス初水揚げ                  〔５月２７日（水）〕                

（水揚げされたシラス） 

https://www.facebook.com/iwaki20sake/
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平成 23 年３月の原発事故による放射性物質の影響で、現在、いわき市産の野生きのこや山菜等７品目（原

木なめこ（露地）、たけのこ、たらのめ（野生）、ぜんまい、わらび（野生）、こしあぶら、さんしょう（野生））

について、出荷制限及び出荷自粛となっています。 

 野生きのこや山菜は、農産物直売所での重要な販売品目であり、生産者にとっても貴重な収入源であること

から、制限解除の要望の声は多く寄せられており、放射性物質濃度の状況に応じた、出荷制限及び出荷自粛の

解除が求められているところです。 

 いわき市産わらびは、平成 24 年５月に出荷制限措置になりましたが、平成 26 年４月に「栽培わらび」の

出荷制限解除の方針が示されたことから、以降「栽培わらび」出荷制限解除に向けた取組を始めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

最初に解除へ向けた取組を実施した６名の生産者については、いわき市産栽培わらびの安全性の確認のため、

わらびの放射性セシウム濃度測定を継続して実施する必要があり、平成 29 年 9 月の解除までに約３カ年の

期間を要しました。 

その後、令和元年に６名、令和２年（5 月末時点）に３名

の生産者が新たに追加となり、これまでに合計 15 名（18

ほ場）の生産者が、栽培わらびの出荷が可能となりました。 

なお、15 名の「栽培わらび」については、生産者名及び

生産者番号（県付与）を表示して販売することとなってお

り、出荷先も予め指定されていますので 15 名以外の方が

「栽培わらび」として出荷することはできませんので注意

してください。（令和２年５月末時点） 

 今後も、栽培わらびの出荷に向けた取組は継続していきます。必要な調査は同様で、複数回調査となる④わ

らびの放射性セシウム濃度の測定に係る規定検体数（ほ場面積により決定。最小で３検体３回実施）の測定は、

一定の時間を要しますが、調査結果に問題がなければ、最短で調査翌年に出荷が可能となります。 

 出荷のための安全性が確認された生産者については、下記 URL よりご確認ください。 

  https://www.pref.fukushima.lg.jp/site/portal/ps-saibaiwarabiseigenkaijo-iwaki.html 

◇栽培わらびの出荷制限解除を検討されている生産者につきましては、下記担当までご相談ください。       

森林林業部 林業課（特用林産担当）電話 0246-24-6193       （森林林業部） 

 

栽培わらび出荷の取組について  

「栽培わらび」として出荷制限を解除するため実施した調査 

① 栽培履歴の聞き取り、ほ場管理（カリ肥料の施肥等）履歴の確認 

② わらびほ場の生産環境の確認とほ場区域の明確化・区域分けの実施 

③ ほ場の空間線量率、土壌の放射性セシウム濃度の測定 

④ わらびの放射性セシウム濃度の測定 

（検査前の栽培わらび） 

（出荷解除された栽培わらびほ場） 

https://www.pref.fukushima.lg.jp/site/portal/ps-saibaiwarabiseigenkaijo-iwaki.html
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好天に恵まれた５月 28日、本県オリジナル水稲新品種「福、

笑い」の田植えが下平窪地区（p.９ 地図参照）の 50a の水田

で行われました！「福、笑い」は熟期が「コシヒカリ」並、収量

は「コシヒカリ」並～やや多く、大粒で強い甘みと香りを持ち、

柔らかい食感が特徴です。また、栽培面においても倒れにくく、

いもち病にかかりにくいなど栽培しやすい品種です。県では

「福、笑い」を本県産米のトップブランド品種として位置付け

るため、食味・品質基準を設け、高品質かつ良食味な一定品質の

お米を確保することとしています。今年度は令和３年度からの

本格栽培開始を目指すための先行栽培となり、生育状況や収量、

食味・品質基準の達成状況等を検証します。今後も生育状況や本格栽培に向けた情報を発信してま

いりますので、楽しみにお待ちください！                 （農業振興普及部） 

                               

 

 

 

いわき市立菊田小学校（p.９ 地図参照）５年生児童80名が、

令和２年度「田んぼの学校」の活動として、マコモダケを作付

けしている学習田脇で開校式を行い、その後に学習田周辺の水

路で生きもの調査を行いました。 

はじめに、生きものの専門家である春本宜範氏（アクアマリ

ンふくしま所属）より、生きものの捕り方などの説明をいただ

き、その後、タモ網やサデ網を用いて生きもの捕りに挑戦しま

した。短い調査時間でしたが、タモロコ、ナマズ、アマガエル、

ニホンアカガエルなど、たくさんの生きものを捕まえることが

できました。 

最初のうちは、土水路内に入るのをためらっていた児童たちですが、様々な生きものたちを捕ま

えるうちに夢中になり、ぬかるみも気にせず熱心に生きものを捕らえていました。児童たちは普段

見かけない生きものや、捕まえる機会のない生きものに興味津々でした。 

また、今回捕まえた生きものについて、春本氏より解説をい

ただきました。大きくなると田んぼから川へ移動するナマズの

話や、オタマジャクシからカエルへの変態の話など、興味深い

話を真剣に聞いていました。 

児童からは、「いっぱいの魚を網で捕まえられて

ビックリした！」「田んぼの周りの生きものに詳し

くなれた。」などたくさんの喜びの声が上がってい

ました。 

■次回（最終回）の田んぼの学校について 

マコモダケの収穫・実食・閉校式を行います。（9 月 23 日（水）予定） 

                              （農村整備部） 

「福、笑い」の田植えを実施！          〔５月２８日（木）〕                

「福、笑い」の田植えの様子 

（下平窪地区） 

 ６月１８日（木） 

 第２回 

（生きものを捕まえている様子） 

（春本氏の解説を真剣に聞く児童たち） 
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 令和 2 年５月末日現在、いわき地方の農林畜水産物のうち、出荷が制限等されている品目は（表）のとお

りです。 

 出荷制限等品目は、出荷・販売だけ

でなく、宿泊施設等での提供や加工用

原材料として使用することもできま

せん。また、自主検査等により基準値

（100Bq/kg）以下であっても出荷・

販売はできませんのでご注意くださ

い。          （企画部） 

□ 農林畜産物の検査結果 

令和２年５月の農林畜産物モニタリング検査で

は、検査した 19 品目 52 検体すべてにおいて放

射性セシウムが基準値（100Bq／kg）を超えたも

のはありませんでした。内訳は（表）のとおりです。                  

                                   （企画部） 

□ 海産魚介類の検査結果 

令和２年５月の水産物モニタリング検査では、223 検体の魚介類を検査し、放射性セシウムが基準値

（100Bq/kg）を超えたものはありませんでした。                   （水産事務所） 

「おいしい ふくしま いただきます！」キャンペーン 

■日 時：令和２年７月 18 日（土）10:00～14:00 

      （配布物がなくなり次第終了） 

■場 所：ヨークベニマル新谷川瀬店（p.９ 地図参照） 

■主 催：福島県いわき農林事務所 

 

※アンケートにお答えいただいた方にミニトマト・トマトジュー

スのプレゼントあり。（なくなり次第終了） 

 

※新型コロナウイルス感染症対策のため、マスクの着用・手指の

消毒やお客様同士の距離を十分保つなど皆様の御協力をお願いい

たします。 

 

制限、自粛 区 分 品 目 

出荷制限 
山 菜 

たけのこ、ぜんまい、たらのめ（野生のものに限る）、 

わらび（野生のものに限る）※、こしあぶら 

きのこ 原木なめこ（露地）、野生きのこ 

出荷自粛 山 菜 さんしょう（野生のものに限る） 

お 知 ら せ 

いわき地方の農林水産物モニタリング検査結果（令和２年５月分）  

いわき地方の出荷制限等品目  

（表）農林畜水産物の出荷制限等品目（令和２年５月末日現在） 

※わらび（栽培）は該当生産者 15 名のほ場に限り出荷制限が解除されました。 

 

（表）放射性セシウムが基準値以下の品目と検体数 

 
わらび（栽培）19、菌床しいたけ（施設）８、もみじがさ

（しどけ）（野生）３、うど（野生）３、タラノメ２、うわ

ばみそう（野生）１、ふき（野生）１、ニラ１、くさそてつ

（こごみ）（野生）１、エリンギ（施設）１、キュウリ（施

設）１、カブ１、サヤエンドウ１、スナップエンドウ（施設）

１、ホウレンソウ（施設）１、コマツナ（施設）１、はちみ

つ１、牛肉３、原乳２ 

イベント情報  
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GAP とは、Good（良い）Agricultural（農業の）Practice（行い）の略語で、農業生産工程管理と訳され、

食品の安全確保、環境の保全、労働の安全などの観点から、安全に農業生産を実施するための管理ポイントを

整理し、それを記録・検証して、より良い農業生産を行うことです。 

 本県では、平成 29 年 5 月 15 日に GAP 認証日本一を目指して行われた「ふくしま GAP。チャレンジ宣

言」を受けて、平成 29 年度から令和２年度まで GAP 推進期間と位置づけ、全県的に GAP の導入推進を図

っています。 

 当所においては、関係機関・団体を構成員とした「いわき地方 GAP 推進協議会」を設置し（平成 29 年度）、

GAP 取得に係る帳票類作成・リスク検討・整理整頓等の支援、補助事業活用の提案等を行ってきました。 

その結果、米・トマト・ねぎ・いちご・なし等、28 件の GAP 認証を実現しています（令和 2 年３月末現在）。 

 本年度は推進期間最終年度であり、当所としても GAP 取得による農業経営の合理化・いわき市産農産物の

安心安全確保のため、引き続き GAP の取得推進を支援していきます。        （農業振興普及部） 

 

■いわき地方の GAP 推進目標            ■福島県の GAP 推進目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

６ 

国道 

高速 

今月号に掲載した場所はここです！ 

いわき市 
ＭＡＰ 

県及びいわき地方におけるＧＡＰ推進状況について  

① 沼之内魚市場（p.４） 

平沼之内字浜街 186 

② いわき市立好間第一小学校（p.４） 

好間町上好間馬場前 28 

③ 勿来魚市場（p.５） 

勿来町九面二後浦 27-1 

④ 下平窪地区（p.７） 

⑤ いわき市立菊田小学校（p.７） 

山田町林崎 46 

⑥ ヨークベニマル新谷川瀬店（p.８） 

平谷川瀬三丁目 21-10 

⑦ 株式会社ワンダーファーム（p.10） 

四倉町中島字広町１ 

➊ 

➍ ➋ 

➌ 

➏ 

➐ 

➎ 
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こだわりと美味しさがつまった 
いわき自慢の６次化商品をご紹介します！ 

所在地は p.９のマップを参照 

 今月号の特集では、昨年発生した台風 19 号及び大雨に

よる被害の復旧状況についてお伝えしました。いわき農林

事務所及び水産事務所では、引き続き復旧に向けた支援に

取り組んでまいります。 

 さて、今月号は田植えや生きもの調査・初水揚げなど、明

るい話題が多くありました。私が伺った小学校の児童たち

も、暑い中一生懸命に苗植えに挑戦していました。また、来

月は久しぶりのイベントとして「『おいしい ふくしま いた

だきます！』キャンペーン」を実施する予定ですので、ぜひ

お越しください！お待ちしております！  （企画部 K） 

https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/36270a/iwnorin-k24836.html

